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神話の事件と登場人物
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銅鐸・武器型青銅の生産地域と副葬地域
13
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第一段階 武器型祭器・銅鐸の分布 初期出雲国の範囲
15

出雲の考古学と『出雲の風土記』に収納
松本岩雄著 ３章 「出雲の青銅器」より埋納された

青銅器の分布

原典は著者の下記の論文
松本岩雄「弥生青銅器の生産と流通―出雲地域出
土青銅器を中心として―」 古代文化 第53巻第4号
2001年 より

• 第一段階：出雲族を代表する青銅製武器型祭器と銅鐸は出雲地方で始まる。

• 武器型祭器は、中国山地を越えて瀬戸内海沿岸、高知まで広がる。

• 中国山地は、人の交流を妨げるほど険しい山地では無く、川沿いに河岸段丘を持った谷があり、通行可能。

• 瀬戸内海を制圧することで、近畿地方に拠点を確保し、津と愛知にも広げた。

• 一方日本海側では、出雲から一足飛びに福井県で出土し、北陸への拠点としたと想定。



第2段階① 武器型祭器・銅鐸の分布 出雲国拡大経過
16

埋納された
青銅器の分布

第二段階の初期①では、
• 出雲近くに大量の青銅武器を配備し
たと考えられる。

（荒神谷遺跡から出土した武器型祭器は、
石見・長門・周防・安芸からも集めて埋納
されたものも多いと見る。）
• 北九州に大量の武器。

• 銅鐸圏が、日本海側、出雲
から北陸まで連続して広が
る。

• 大阪・奈良・三重・愛知まで
の広い範囲に銅鐸圏が広
がり、大近畿圏を構築。



第2段階② 武器型祭器・銅鐸の分布 出雲国拡大経過
17

②

埋納された
青銅器の分布

第二段階②では、
• 北九州には大量の青銅武器。
• 銅鐸圏の近畿圏は、瀬戸内海沿岸に拡大。



第2段階③ 武器型祭器の分布 出雲国拡大経過
18

埋納された
青銅器の分布

第二段階③では、
• 大量の青銅製武器が、瀬戸内海と大阪湾沿いに集中
して広がる。



第3段階 武器型祭器・銅鐸の分布 出雲国拡大経過

• 第3段階では、

– 北九州・大分・高知に青銅製武器が広がる。

• 一方、銅鐸は、近畿型・三遠型と大きく煌びやかになり、大和の周辺地域に大量に存在した。

– この時期が、出雲族の領地・支配地が最も広かった時期

• 畿内から滋賀・愛知・東海に広がる銅鐸を祭る地域の増大に注目する。

19

埋納された
青銅器の分布



北九州の戦争遺跡

寺澤薫著 「王権誕生」中
の戦争犠牲者の分布の
北九州の図を参考に検
討。

△ ： 縄文晩期末～弥
生前期前半

○ ： 弥生前期後半～
中期前半

● ： 中期後半以降

寺沢薫氏は、戦争犠牲者
を、戦争に負けた側として
いるが、ここでは、勝利者
側の負傷・死者で、勝利
者が戦場から運び、戻し
て、埋葬したものとみる。

20



戦争は弥生時代
から始まった。

初期の戦争遺跡

△ ： 縄文晩期末～

弥生前期前半

• 縄文時代には、戦争と
云える大規模な戦いは
無かった。

• 初期の水田稲作が始
まり弥生時代になり、
遠賀川式土器を持つ
次世代の渡来民が
日本全国に拡散した頃
に、戦争が始まった。
（弥生前期）

• 遺骨の出土は
• 支石墓

• 初期型の甕棺

21



○ ：





22



北九州の主な地区－区分け図

• ：海抜0～5ｍ ：5～15ｍ ：15～35ｍ ：35～50ｍ ：50～100ｍ

• ：100～500ｍ 国土地理院地図：自分で作る色別標高図を利用した地図

• 海抜0～5ｍ地帯は、弥生時代には、半分ほどでは、海面下で、生活不可能であった可能性あり。

23
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北九州の古代の地勢を地図から考える

• ：海抜0～5ｍ ：5～15ｍ ：15～35ｍ ：35～50ｍ ：50～100ｍ

• ：100～500ｍ 国土地理院地図：自分で作る色別標高図を利用した地図

24
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北九州の主要地区の戦争と王墓
25

時代 唐津
糸島
前原

早良
福岡
平野

筑紫
平野

遠賀川
立岩

弥生早期

水田稲作
支石墓

水田稲作
支石墓

水田稲作
支石墓

水田稲作
水田無し 水田無し

夜臼式 夜臼式 夜臼式 夜臼式

弥

生

前
期

初期に棺専用の
カメを開発

遺跡数の増加無し

甕棺墓に
副葬品皆無

板付I式土器
環濠集落

遺跡数
急激な増加
甕棺墓

甕棺出土
有柄式磨製石剣

出土

下流域 水田

立屋敷
木屋瀬田遺跡

支石墓に
複数の甕棺

集落の拡大
拠点集落
発生

石包丁生産

中
期

宇木汲田
青銅器を副葬
有力者墓

後期には、
有力者の墓
が消滅

木棺墓王墓
甕棺墓から
銅剣・銅戈

鉄器出土
スダレ
戦争遺跡

樋渡遺跡
（王墓ではない）
支配層の墳墓

須玖岡本
王墓

鉄器普及

夫婦岩甕棺墓

三雲南小路
王墓

立岩・堀田
王墓井原鑓溝

王墓
甕棺墓
急速に減少

後
期

桜馬場に王墓 甕棺墓
存続

平原王墓
その後
王墓無し

中期集落は
継承するが
遺構・遺物は
減少

墓の数
激減

激動の
時代

住宅跡の
覆土中から
多量の鉄器

墳墓から鏡・青銅
器・鉄器

王墓は出ないが
その後も桜馬場が
有力集団

後漢鏡副葬の墓
多数

王墓無し

副葬品として、剣・勾玉・鏡が出土する地域



26

この地図でみると、
遠賀川流域が広く、

平らな土地（農耕適地）が
多いことに驚く

弥生の王墓と王の勢力分布図

• 遠賀川流域は、弥生早期の水田は無く、弥生前期から開拓

– 平坦な土地が多く、弥生前期から中期に水田耕作地が増加

– 早良・福岡の王墓の後の時代に、王墓相当が生まれる。

– 何故か、王墓は無くなるが、遺跡は相変わらずあり、栄える。

• 筑紫平野は、前期初めの戦争にも参加、勝組。

– 武器や鉄器の出土が続き、中期の戦争も後期の戦争でも勝ち組。王墓無。

• 福岡平野は、早期から栄え、中期には、王墓が生まれた。

– しかし、その後、甕棺・その他の墓も急激に減少。敗者となったと思われる。

• 早良平野は、早期から栄え、前期に急激に遺跡数を拡大し、王墓が生まれた

– 王は福岡へ移動か？

– 中期には、激しい戦争に参加し、勝組、後期にも戦争に参加し、勝組。

• 糸島・前原は、早期に水田があったが、前期には遺跡数が増加せず、発展に取り残された地区

– 中期に突如、王墓が出現。王墓が、後期まで継続する。中期の戦争も後期の戦いにも勝組。

– 早良・福岡・糸島・前原の3地域の王墓は、勾玉、銅鏡、剣の三種の神器が出土し、同族と見える。

• 唐津は、初期・中期・後期の戦争に参加。

– 中期には、宇木汲田に有力者の墓が生まれたが、

• 何故か、中期後半にその地域は衰え、別の地域に王墓出現。

– 有力者の置き換わりは、中央の地域の戦争の結末を受けたものか？

– 宇木汲田では、同一甕棺からではないが、勾玉、銅鏡、剣が出土。

• 福岡平野の王墓・須玖岡本の後、地域が荒廃したことが、中期の戦争の解釈のポイントになると思わ
れる。 地域の発展と盛衰を各々についてみてゆく。

北九州の主要地区の戦争と王墓

と戦争遺跡の分布図 から 読む



早良平野・吉武高木遺跡

早良平野は、東西を山で囲まれ、更に南は高い背振
山地で囲まれた土地。

現在は博多平野の延長との観があるが、その境は
やや低い丘陵地帯と森林で隔てられていた地帯。

この西の山に迫る傾斜地が墓域だった。

甕棺ロードがあり、弥生前期中期の吉武大石遺跡・
吉武樋渡遺跡等が広がる。弥生時代の大型建物の
跡も見つかる王のいた場所。

27



早良地区

• 縄文晩期・弥生早期に海岸沿いに遺
跡がある。

• 弥生前期から、灌漑設備と水田が広
がり、弥生中期には、早良地区の平
らな土地は水田化。

 この枠内は70年ほど年代が早過ぎると丸
地は思う。（前期はBC219年以降）

• 南西部の山に近い傾斜地には墓地
が広がる。甕棺ロード・高木吉武遺
跡・高木大石遺跡・吉武樋渡遺跡

• 王墓と見られる高木吉武遺跡には、
三種の神器を副葬した木棺墓。

• 時期は前期末から中期初め

• BC100年～150年頃か

• この王墓がピークで、その後も出土
するが、これ以上の副葬品を持った
遺跡は、出土しない。

• 墓地の拡大発展は見られないが、そ
の後も、早良平野の水田耕作は拡
大し、平野全域が耕作地となった。

28
早良王墓とその時代
特設展図録 福岡市立歴史資

料館 より



須玖岡本の王墓
29



須玖岡本遺跡の周辺は、青銅器鋳造工場の集積地
30



須玖岡本の青銅器鋳造工場の跡
31

須玖岡本王墓出土地

丘陵地帯：王の居住地



糸島・前原の王墓

• 三雲南小路王墓

– 三種の神器や充実した副葬品

– 王墓と王妃の墓か 高さ1.5ｍの弥生墳墓

• 井原鑓溝王墓

– 江戸時代に発掘された王墓

– 記録が残る

• 平原王墓

– 弥生時代後期・古墳時代直前の時代に

– 三種の神器が揃い

– 飛びぬけて、充実した副葬品が出土。

– 日本最大の大型銅鏡 ５枚は、圧巻。

32

三雲南小路王墓の
三種の神器



平原王墓の出土品

• 古墳時代以前の墳墓で、大和朝廷の三種の神器と同じに
太刀・鏡・勾玉が出土。 鏡は、46.5ｃｍの巨大なもの、

• 八咫鏡（やたのかがみ）のサイズに該当。

2017/03

33

伊
都
国
歴
史
博
物
館
常
設
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図
録
よ
り
4
点

糸島新聞社
２００６年５月
記事より



筑紫平野
34

• 外の平野等に比べ、圧倒的に広い平地

がある。縄文時代の遺跡も多く、豊かな

地域。

• 弥生早期 – 早期の支石墓も有る。

• 弥生前期～

– 早い時期から水田稲作が開始し、全国普及

した品種の稲が栽培された。

– 初期戦争へも太宰府の地溝地帯を経由し

– 前期後半から中期に、遺跡数が急激に増加。

地溝地帯から三津永田・東小田峰・横隈山・安永田・吉野ヶ里遺跡が背振山地に沿って続く。

– 右図のように、戦争遺跡がその地域に続く。

– 平塚川添遺跡（吉野ヶ里遺跡以上の規模を持つ）

• 多重の環濠に400棟の家屋、巨大な農業遺跡

• 銅矛・銅鏃・鏡片・貨泉など青銅製品出土

• 中期以降

– 青銅器・鉄剣などを副葬した甕棺が多く出土

– 王墓は無し

• 後期

– 複数の住居跡から多数の鉄器が出土

– 鏡・玉・土器が出土する遺跡が多出



遠賀川流域
35

• 弥生前期 - 下流域で水田稲作開始

– 食料の安定供給が可能な干潟の沿岸

– 木製鍬で耕作可能な低湿な沖積地

– 灌漑水源として利用可能な小河川存在

• 弥生中期 - 中流域・上流域

– 石包丁の生産拠点

– 水田耕作が中流域から上流域に展開

• 木製の鋤で開墾可能なマサ沖積地

– 立岩遺跡：前漢鏡10面出土

• 弥生後期

– 後漢鏡を出土する墓が多数

– 王墓なし

• 古墳時代

– 4世紀 鉄製工具の痕跡（沖出古墳）

– 鉄製刃先装着の鋤・鍬使用

– 古墳：前期から後期まで、多数有り

土木学会論文集D2（土木史） 「遠賀川流域における古
代の土木施工技術と土地開発の関係」 松木洋忠氏外

より



36

この地図でみると、
遠賀川流域が広く、

平らな土地（農耕適地）が
多いことに驚く

弥生の王墓と王の勢力分布図

• 遺跡・遺物だけから推測できること

• 縄文晩期/弥生早期に水田稲作を開拓した最初の渡来民と

縄文人の連合の集落は、2次渡来民の逆襲に会い、全ての

集落が負け、2次渡来民の集落に置き換わった。

• 2次渡来民の集落は北九州全体に広がったが、各地域ごとに違いが出た。
• 糸島・前原は、発展が少なく、弥生渡来民には広い平坦地が広い遠賀川は急激に発展。

• 早良が最も早く発展し、次いで発展した福岡平野では、青銅器工業が発展。

• 早良で王墓を築いた一族が福岡に移転し、須玖岡本の北九州一帯の王と見なす王の王となった。

• 中期の戦乱が発生したが、その王の王が勝者となり、制圧した。

• 引き続く中期の戦乱に敗退し、平野はかっての繁栄や栄光を失い、集落・人口が減少。

• 須玖岡本の王一族は、突如糸島・平原に移り、栄華を継承した。

• 一方、遠賀川流域では、王の王とも思われる繁栄があり、

• 中期の後半の戦争で勝利したのが遠賀川系であったことが判る。

• 筑紫平野は、終始繁栄し、勝者の側にいた。

• 前期・中期・後期を通じて武力を持ち、先端の鉄製武器を多く所有していたが、王の王となるような王墓は
残していない。

• 唐津（宇木汲田）は中期の戦争に参加し、早良・福岡側に属していたようだが、

• 須玖岡本の陥落後は、遠賀川系に与する勢力（桜馬場）の勢力下に置き換わった？？

弥生：初期・中期の戦争遺跡と遺物から



後期の戦争遺跡

● ： 中期後半以降

•

•

•

•

• 発掘された戦傷者の遺骨は、
甕棺・墳墓に埋葬。→勝者
の側の負傷者・死者であっ
たと理解する。

37



青銅器埋納の意味を考える
38

• 埋納は、丁重に行われた。敗者のものとは言え、
神事に使われたもので、勝者（他者）が雑に扱え
ば、敗者の側の恨みがのこり禍根となるため。

寺沢薫著「王権の誕生」 より



この埋納された青銅の祭器は出雲族のもの！

•

•
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天孫族と出雲族 九州の勢力争い

•
•

•

•

•

•

•
•

•

•

•
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鉄器の出土 分布図
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鉄の器具・
武器
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出雲族の鉄の使用
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出雲の国譲りの伝説と遺跡

青谷上寺地遺跡荒神谷遺跡加茂岩倉遺跡銅鐸３９個
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吹上遺跡を含む高地性集落斐太地域では （甘粕健著 「倭国大乱と日本海」

第4章越後・会津の情勢より）

– 斐太神社付近の集落（吹上遺跡）で、長野人を招来、翡翠原石の産地：糸魚川から移入し、勾玉生産を開始した。

• 天孫族軍の出雲への襲来と建御名方の敗戦の報が伝わる。

– 斐太神社の裏山に高地性集落（延長900ｍの環濠含む）を築造、海岸線を見る高地性集落から中継一ヶ所を経て、襲来情報入手
の段取りを備える。築造と守備兵は、会津から援軍あり。

• 建御名方軍は、母の住む糸魚川から上陸し、塩の道を通り、安曇野を経て、諏訪に入った。

• 建御名方は、高天原軍に追いつめられ、諏訪から動かない条件で降伏。

– 長野から来た者(技術者）は、急に斐太・吹上から離れ、勾玉生産は終了。

• この一連の高地性集落は、出雲族の建御名方神を支援するために、急遽築造されたもので、北陸・能登・富山から
越後平野まで連なる。 この高地性集落の築造と警備に携ったのは、会津の部隊。鏃や土器から判明した。

• 従って、東北の会津には、出雲方の有力な部族が居たことになる。 （氷川神社が複数ある）

斐太
遺跡

吹上
遺跡

裏山
遺跡

日本海を航行する船舶を監視。
軍船の到来を狼煙で、
中継点を経由して

斐太の高地性集落に伝達

長野の勢力と共同経営による
勾玉の生産・流通基地

大国主命を主祭祀とする
斐太神社の奥の要害の
地にＶ字壕をめぐらす
高地性集落を構築

馬場上
遺跡

裏山遺跡と斐太遺跡を
繋ぐ中継用高地性集落
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高地性集落に東北系（天王山式）土器と鏃

– 甘粕健著 「越後・会津の情勢」（倭国大乱と日本海）より

• 越後平野で北陸系と共存した東北系の天王山式土器は、さらに東部北陸の中心地域能登半島と富山湾沿岸の分布を広げています。
（中略）東北の弥生時代の所産である石鏃の基部にえぐりを入れて逆Ｔ字形にしたアメリカ式石鏃の分布からもうかがえます（図72）。こ
の二つの分布図を見ると、東北系の人々が越後平野から海路によってダイレクトに富山平野や能登半島と往復していることがうかがえ
ます。

• 東北系の土器は（中略）能登中枢部の高地性集落杉谷チャノバタケ遺跡の勘合からまとまって出土した（中略）橋本澄夫さんは東北系
の集団が応援部隊として加わった可能性を指摘しています。

• 上記の記述から、切迫した建御名方神の逃避行を支援するために会津の部隊が動いたことは、会津が出雲系の有力な支配地であった
ことが判ります。

 その後、彼らが北陸の進んだ土器作りを学び、故郷に持ち帰ったことは、容易に想像が付きます。古墳時代直前の北陸：小
松式土器の流入は、支配体制の変更ではなく、新技術の持ち帰りと見るとその後の安定した会津の発展が理解し易い。



2015年3月
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諏訪・氷川両神社の分布北海道 2 1 3
青森県 8 -       8
岩手県 14 -       14
宮城県 18 -       18
秋田県 24 -       24
山形県 53 -       53
福島県 131 3 134
茨城県 44 2 46
栃木県 18 2 20
群馬県 108 -       108
埼玉県 96 162 258
千葉県 90 1 91
東京都 33 59 92

神奈川県 56 2 58
新潟県 927 -       927
富山県 70 -       70
石川県 39 -       39
福井県 16 14 30
山梨県 131 2 133
長野県 386 -       386
岐阜県 73 -       73
静岡県 79 -       79
愛知県 46 -       46
三重県 7 -       7
滋賀県 7 -       7
京都府 5 -       5
大阪府 4 -       4
兵庫県 20 -       20
奈良県 1 -       1

和歌山県 7 -       7
鳥取県 7 -       7
島根県 15 2 17
岡山県 19 -       19
広島県 9 -       9
山口県 3 -       3
徳島県 25 -       25
香川県 4 -       4
愛媛県 7 -       7
高知県 7 -       7
福岡県 24 -       24
佐賀県 10 -       10
長崎県 6 1 7
熊本県 31 -       31
大分県 9 -       9
宮崎県 15 -       15

鹿児島県 70 -       70
沖縄県 0 -       0
全　 国 2774 251 3025

氷川+
諏訪

諏訪
神社

氷川
神社

都道府県

建御名方の統治・支配領域・ 九州の諏訪神社は戦国時代以降のもの
で今回は、検討から除外

・ 鹿島・香取地域は、天孫族の神社が並び
天孫族が出雲国譲り後に、侵攻したもの。

空白の栃木県は、味耜高彦根神を祭る神社
多数で出雲系の地域



出雲族の勢力範囲
青銅器埋納と神社の祭神の分布図から
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• 青銅器埋納の分布図と神社の祭神の分布
図は、その両方で、出雲族の支配地を表して
いる。

• 青銅の武器祭器と銅鐸の分布は、支配地の
拡大状況とその結果を示し、更に、氷川神社
等・諏訪神社の分布は、その支配地域の拡
大を示している。

• 氷川・諏訪の両神社のすっぽりと抜けた栃木
県は、なんと、味耜高彦根神を祭神とする神
社のある地域。

• 味耜高彦根神の行動範囲は、東北から、岐阜
の藍見の喪山の神社に祭られる。

• その後に本拠地（母親の故郷は宗像）に戻り、
大乱で戦い、死亡したと考える。

• 子孫は残っていない。

• 出雲族の支配地を、東北まで広げると、拡大
のし過ぎとの批判が出そうだが、

• 高地性集落の分布・北陸の天王山式土
器の分布・アメリカ式石鏃の分布などの
遺跡・遺物で確認できる。



翡翠（ヒスイ）と勾玉の加工技術
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茅野市尖石縄文考古館 展示品



ヒスイ原産地



出雲一族の主役達：大国主命 と息子／婿たち 丸地推定：古事記・日本書紀・海部氏系図などより
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出雲族の勢力範囲
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